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がありました。グローバル

化を受け入れつつ、グロー

バル経済の中でちゃんと働

いて稼げるような人を育て

ていくことがこれからの政

府の課題だとし、再分配

による平等化ではなくて、

人々の能力を高めて稼ぐ力

を大きくしていこうとしまし

た。しかしグローバル経済の中で稼げる人になりなさ

い、だからしっかり勉強しましょう、職業訓練を受け

なさいみたいな話は、これはやはり上から目線で、つ

いていけない人もいるわけです。左派は基本、啓蒙の

発想で物事を考え人と接する傾向があります。みんな

頑張って稼ぎたいだろう、社会の成功の階段を登って

いきたいだろうといったモデルで世の中や人間を捉え

ていくので、結局うまくいかなかったと考えています。

　グローバル化による産業構造の変化で仕事がなくな

り、とぐろを巻いてビールを飲んでるようなおじさん

たちには、もはや教育や訓練と言っても通じません。

どうやって仕事を維持し生活を支えていくのか、自分

たちが社会に帰属している意識や自己肯定感をどう

やって満たしていくのかという問題について、90 年代

以降の左派は答えを出せていないと言えます。

◆民主主義衰弱の要因 （２）

　ソーシャルメディアの問題もあります。これは民主

主義にとって破壊的な影響を与えていると言わざるを

得ません。SNS はグーテンベルクによる活版印刷の発

明と同じぐらい衝撃を持つ発明で、500 年に 1 度の大

変動が起きているのではないと思っています。印刷術

の場合、ルターがドイツ語に翻訳した聖書を印刷製本

して大量に普及させ、一般の善良な信者たちは自分で

聖書を読んで神様と向き合って自分の信仰を作りまし

た。つまり、カトリック教会の聖職者というコミュニ

ケーターはいらなくなったのです。

　SNS は、新聞やテレビといった伝統的なメディアを

通じて世の中の情勢ついて解説し、ある種の道筋を示

してきた職業的媒介者、コミュニケーターを駆逐して

います。誰でも SNS で発信できる、もっと言うと誰で

も教祖になれるのです。しかも現代は神のいない時代

です。こうした万人祭祀主義というのは本当にたちが

◆ 20 世紀後半という黄金時代

　今から思い起こすと、20 世紀後半というのは民主主

義、自由、あるいは繁栄、平和の時代でしたが、人類

の歴史の中ではむしろ例外的であったと感じています。

日本のみならず、いろいろな国で戦後民主主義があり

ました。基本的な土台は、第 2 次世界大戦で民主主義

がファシズムを倒したという大きな物語です。負けた

日本やドイツなどは戦争への反省、民主主義へのコミッ

トメントを持って戦後をスタートさせました。それか

ら特にヨーロッパでは国際協調の機運が高まって、協

力して戦争を繰り返さないという共通の了解を守って

きました。

　いわゆるグローバル化が進行するのは 1990 年代以降

ですが、それ以前の 20 世紀後半は、イギリスやドイツ

そして日本は、国民が政治参加をして政治を変えるこ

とによって政策をある程度変えることができる、参加

と政策のアウトプットの対応関係がそれなりに見えて

いた時代でした。

　もう一つ、20 世紀後半には冷戦という大きな枠組み

がありました。キューバ危機もありましたが、今から

思うと、冷戦はそれなりに安定した秩序の枠組みだっ

たと感じます。もちろん核軍拡競争などの問題はあり

ましたが、社会主義体制が存在したことは資本主義経

済に対するある種の抑止というか、歯止め効果を持っ

ていました。

　また、西側の国々においても左派はそれなりに存在

していました。ソ連型社会主義はあまりモデルにはな

りませんでしたが、労働者を搾取すると資本主義その

ものに対する反発が強まって体制が不安定になること

心配をする政治経済のエリートもいて、それなりに資

本主義の中でも分配の平等があったと思います。

◆民主主義衰弱の要因 （１）

　しかし、この間民主主義が衰弱してきました。ひと

つは経済的要因があります。端的に言えば不平等の拡

大、あるいは富の集中です。1980 年代末頃から富の集

中が急速に進みます。そのピークが 2008 年頃、リーマ

ンショックの直前です。その後、少し富の集中は緩和

したものの、また金持ちがどんどん儲けるようになっ

ていきます。

　1990 年代後半、久しぶりにアメリカのリベラル、ヨー

ロッパの社会民主主義政党が一気に息を吹き返す時期
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悪く、刺激の強い言葉を発する、デマでも何でも人の

心をつかむ言説を発する人がインフルエンサーという

名の現代の神々になり得るのです。SNS は啓蒙の時代

を終わらせているとつくづく感じるところです。

　さらに SNS は底抜けの平等化をもたらしています。

下に向かっての平等化が起きると主観と客観は融合し、

理性、知性の支配から感情の支配へ、文字から映像へ

と人間の情報取得や思考の材料が変わっています。そ

こで出てくるのはポストトゥルースという現象で、要

するに事実はもうどうでもいいよという風潮が広がり

ます。それがさらに科学を否定する、因果関係を無視

するみたいな、反知性主義みたいなものがはびこって

感情が優越してきます。そして人々は自分の見たいも

のを見る、いわゆるフィルターバブルやエコーチェン

バーと言われるような情報の空間の中に閉じこもり、

社会が分断されるみたいな話になるわけです。そのよ

うなメディアが一番人を動かす力を持っている時代で

す。

◆民主主義の衰退の要因 （３）

　民主主義がおかしくなったもう一つの理由は民主主

義自体です。20 世紀後半の民主主義はある種、お任せ

の政治でした。多くの国で二大政党、あるいは二極的

政党システムがありました。時々政権交代が起こる。

しかし、基本はエリートに委任して、それなりに安定

していたと言えます。

　20 世紀前半に活躍したジャーナリストのウォル

ター・リップマンは、難しい政策課題について人々の

意見を問うなんてことはうまくいかないと言っていま

した。確かに理想的な参加型民主主義が実現した試し

があるのかという疑問が湧いてきます。 

　しかし理念や理想をより徹底して実現していこうと

いう運動は 20 世紀もありました。日本で言えば 80 年

代後半から 90 年代に篠原一先生や松下圭一先生が理論

的にリードしました。神奈川では生活クラブの横田克

巳さんやいろんな人が運動にチャレンジした時代で、

より多くの民主主義を追求していました。そこには伝

統的な職業政治家なり官僚なりに任せきりにしていた

ら問題は解決しないという現実があり、より徹底した

民主主義（More Democracy）によって民主主義の問題

を解決していく楽観がありました。

　しかしながら、とりわけ 2010 年代に入りますと、

More Democracy がむしろ民主主義を破壊する、ある

種の自家中毒みたいな現象が起きます。イギリスの場

合であれば、EU を離脱する Brexit を生み出したのは

国民投票であり、国民投票のキャンペーンの中では

離脱派がさまざまなウソやインチキを垂れ流して人々

の投票に影響を与えました。産業が没落した失業者が

いっぱいいるような地帯では、正しい事実や理論的な

整合性よりも、今のこの鬱屈した感情をぶちまける吐

け口みたいなものを求めることが投票の動機になりま

した。こうして民意の雪崩が起きたわけです。More 

Democracy についても懐疑的にならざるを得ないとい

う現状があります。

◆右派ポピュリズムの台頭

　右派ポピュリズムの台頭は世界的な現象です。ポピュ

リズムは人々の感情を煽ることによって支持を得る政

治家や政党の手法と一応定義します。右派ポピュリズ

ムは伝統や権威、ナショナリズムの価値観とポピュリ

ズムが結びついたパターンです。さきほども触れたよ

うに、90 年代以降の欧米のリベラルや左派は、資本主

義の沈みに対して、ストレートに向き合って適切な処

方箋を打ち出すことがうまくできませんでした。その

欠落を埋める形で右派ポピュリズムが台頭していると

言えます。

　右派ポピュリストは具体的な政策の解決策を持って

ないのですが、ナショナリズムとか宗教のような人々

の情緒、感情を揺さぶるシンボルメッセージを大量に

投入することによって、とりあえずある種の居場所を

与え、信じられる対象を提供し、所属とか自己肯定感

のようなものを作り出すことに成功しているところが

結構あります。ナショナリズムや宗教の場合は非常に

敷居が低く、アメリカ人だから、日本人だからという

だけで肯定され、あるいは神様を信仰したらそれで救

われるわけです。こんな楽なことはありません。そこ

が右派ポピュリストの狙いです。

◆日本の場合

　日本では、自民党による利益配分政治の限界は 90 年

代から明らかになりました。2000 年代、まだ経済成長

の遺産があって何とかなっていた時代に小泉構造改革

で小さな政府路線を進めたことで、戦後初めて格差や

貧困問題が表面に出てきました。そこを捉えて民主党

が 2009 年に政権を取って、遅ればせながら中道左派的

な政策を展開しようとしたのですが、民主党自身の政

治的な未熟さと、2011 年の 3.11 大震災原発事故の衝

撃で、民主党政権が忌まわしいイメージと結びついて

しまいました。

　2010 年代以降はもう政治的な意味では空白の 15 年

間だったと思います。アベノミクスの名の下に、金融

緩和でお金をじゃぶじゃぶ流して日銀にいっぱい国債

買わせ、円安に誘導して輸出企業が儲かる。しかし給

料は上がらない。人口減少、高齢化がどんどん進む。

新しい産業は育たない。単なる時間稼ぎです。

　そうしたなか権力の座にあぐらをかいておごった自

民党が、お金の問題で腐敗を露呈して、2024 年の衆議

院選挙、その翌年の参議院選挙で両方とも自民党はぼ

ろ負けしたわけです。そして日本でも参政党とか日本

保守党とかいう右派ポピュリスト政党が、自民党を突
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き破って右のほうで一定の支持を集める構図になりま

した。しかし、自民党は本当にずる賢いし運にも恵ま

れているといいますか、2025 年秋の総裁選挙で高市と

いうワイルドカードを繰り出して、右にばらけた支持

者をもう一度自民党に吸収し直すとともに、自民党に

飽きた無党派層からもかなり支持を得るということに

成功しました。

◆既成政治への飽き

　良識、常識、穏健路線で何とか政治をまとめようと

する既成政治への飽きは世界的な現象です。日本で言

えば民主党、立憲民主党あるいはその後の中道改革連

合がそうですが、遊園地の回転木馬に乗った俳優が現

れては消えるなかで、彼らの表情は現れるたびに疲労

の色が濃くなっていき、そして事態は何も変わらない。

一方高市さんは、要職は総務大臣以外やっておらず、

特に実績もなく常に傍流だったのですが、だからこそ

人気が取れる構図だと思います。

　2000 年代に入って中国がどんどん大国になり軍事力

の拡張を行う。北朝鮮も核ミサイルの開発をすすめる

なかで、日本を取り巻く国際的な環境、安全保障環境

が険悪化しているという政府の決まり文句はうそでは

ありません。そのことに不安を持ち、ただきれいごと

言っても日本は生きていけないみたいな風潮が広がっ

ています。これは平和主義と結びついた戦後民主主義

にとって大変逆風になっています。

◆指導者民主主義の時代

　今や民主主義は強い指導者を選ぶための手続きと化

した感があります。トランプさんのように、近代的な

建前を否定する、差別憎悪や排外主義を正当化する、

あるいは手続きを軽視する。これがコストやタイムパ

フォーマンスを重視する時代の風潮の反映なのでしょ

うか。そうすると権力に対する制約がどんどんなくなっ

ていきます。エーリッヒ・フロムは日常生活における

被抑圧感から強い指導者に何か物事を打開してほしい

という願望、強い指導者のもとに支配されたいという

マゾヒズムが起こり、他方で自分より弱いものに対す

る抑圧思考、サディズムが裏腹の形で張り付くことで

ナチズムが台頭したことを説明しました。

◆資本主義は持続可能か

　さらに資本主義そのものがもういろいろな意味で限

界に来ています。世界各国で温暖化の劇的な悪影響が

顕著になり、先進国ではこれからどんどん人間が減っ

て社会を回していくとことがとても難しくなってきて

います。その中で、アメリカにおける民主党リベラル

とか、ヨーロッパにおける社会民主主義政党などは、

何かぱっとしないわけです。

　一方、トランプさんは計算づくでいろんな差別的発

言、暴言を繰り返しています。当然、建前を大事にす

る既成のメディアから攻撃を受けるわけですが、それ

に対して反撃、報復をすることで、置き去りにされて

恥辱にまみれている人たちの期待を集める手法を取っ

ています。人は恥という感情を抱え続けるのは苦痛で

す。生き延びるには何らかの誇りが必要だと、自分た

ちの誇りを奪った敵を設定します。その敵が例えば民

主党であり移民です。今はイランに対して怒りをぶち

まける先頭に立っています。これもヒトラーが喪失感

と屈辱にまみれていたドイツで人々の恥を巧みに利用

した手法と重なります。

◆人間の平等を回復する方法

　さて、これまで申し上げてきたように資本主義の矛

盾がここまで深まってきていますので、やはりこれか

らはリベラル派の出番です。ひとつは経済的な平等化

のために政策を打ち出すために、アベノミクスの十数

年の円安という追い風で不労所得をいっぱいため込ん

だ輸出企業に対して、儲けを吐き出せみたいなことは

言うべきだと思います。そのやり方として経済学者の

水野和夫さんは、内部留保に対する時限的な課税を提

案しています。これは専門家の知恵を集めて、具体的

な制度設計を真面目にやらないといけないと思います。

　それから、経済学者の金子勝さんは、食料とエネル

ギー自給の大きな目標を立てて、地域レベルからこつ

こつ産業経済構造を変えていく、草の根レベルで仕事

を作っていく展望を示しています。関連して言うなら

ば、原発に代表されるような本当の既得権に正面から

挑んでいく。原発の廃炉とか、辺野古の新基地建設と

いった終わりのない事業にだらだらとお金を流し続け

るような問題に対してリアルな政策論をしていくなど、

テーマはいろいろあると思います。こうした視点で、

今の政権と正面から戦う気概と戦略を持つ野党を作る

ことが必要です。

　あと、やはりアイデンティティーの確立、承認欲求

や自己肯定のテーマ、あるいは差別はいけない、マイ

ノリティーズの権利も平等に保障しようという話を両

立させていく必要があります。人間がみな等しく尊重

される社会を作ろうというメッセージを、ネット上で

攻撃を受けても続けていくしかないかと思います。

　永田町にいる政治家の顔ぶれ見ると、なかなか議論

をしていく道筋が思い浮びません。でも、地域レベル

から話をしていき、そこから政治家に対していろいろ

声をぶつけ、ひるむなとメッセージを伝えながら、政

治家、政党をもう一度正しい方向に向ける。必要とあ

らば、今あるものをさら地にした上で柱を立て直すみ

たいな作業に、市民も参画していくような場面も来る

かもしれません。いろんな可能性を考えて、未来を語

ることをやめないことを最後に申し上げて終わりにし

ます。


